
学問基礎（森） 03 2018-10-01 

1. 考えるカラス  カラスに負けないようにしましょう！ 

 亀の甲羅の C はとても良くできていて、私
のお気に入りのビデオです。 

 よく気づきましたね！すばらしい！ 2. 紙とパンの目  お札などが反り返る場合には、
手の側の湿気と反対側の湿気が違
うのが原因と考えられます（B)。 
そうだとすると、閉じた空間で実
験すると平らになるはず（C)。 

 人間が作ったものの場合には、どうし
てそう作ったのか、という理由は、作っ
た人に聞かなければわかりません。そう
いう意味では、ABCにはうまく合いませ
ん。しかし、仮説は楽しめますし、それ
をたしかめる方法（C）もありますね。 

3. カキ氷の容器 

科学のABCは、この授業のためだけに、私が命名した名称です。しかし、それを、 
                    このように意味づけることができた 
                    とは……！とてもいい考えだと思い 
                    ました！ 

4. 科学のABC 

日常生活に結び付けて考えてもらった良かったです！ 

 ある意味、人間が人間らしい生活をするために
必要なことだと思っています。科学の考え方を人
間の生き方に反映していって欲しいです！ 

 まず、Aができていない、とか、C が
できていない、とか、そういった問題
点を自分で見つけられることが素晴ら
しいです！自分の行動を自分で考える
ことができている証拠です。 
 実際、Aは思いつけるか、Cは面倒が
らずにできるか、が、ポイントだと思
います。 

 ご指摘の通り、明文化して、
意識することが、実際に行うと
きの第一歩です！ 



 やはり、正解を知りたいという気持ち
がありますよね……。 

5. 正解？ 

 ずっと以前、あるCMで大人の会話
の話題として「解けない謎のこと」
があげられていました。それを心の
中に「飼って」おける心の余裕は持
ちたいものですし、それは楽しめた
らいいと思います。 

 これは、すごく重要な指摘です！もちろ
ん、楽をしようとすることは、効率をあげ
ることなので、作業効率や労働生産性を上 

げる上で大切です。学んだり、考えたりすることも面倒ですよね。しかし、「楽」のために、学ぶことと考
えることを放棄してしまったとき、社会はどうなってしまうのか。歴史の中にその例を見ることができます。 

すばらしいです！ぜひ、続けてください。そして、他の授業でも実行してみましょう！ 

 この授業では「科学の考え方を学びました。それは、疑問と仮説と検証をくり返す考え方です。」と
言って欲しいです。会社の人事担当は、だいたい文系です。「科学」という言葉にクラっとするはず！？ 
 
 ところで、今回のリアクションペーパーでは特に、上級生と1年生の表現の違いが気になりました。傾
向として、1年生は「～と感じた」「～と感じる」という表現を多用しがちです。上級生は少ないです。
勉強法というよりは、単なるテクニックかもしれませんが、教員に書く文章に「感じた」という表現は用
いないようにしましょう。「思った」もあまり好ましくありません。では、何と書くか。「考えた」「判
断した」です。直感で受け止めたことではなく、頭使って考えましたよ、という表現を期待しています！ 

6. PDCAサイクル 
シンクロしたようです！ 

 論文作成の場合は特に、PDCAというよりも、
科学のABCに近いかもしれません。 

7. 勉強法 

8. その他  情報ありがとうございます！どう
やって睡眠の深さを調べるのか興味が
あります。 

 私は理系で特に力学が専門に
近いので気づきます。しかし、
普通は気づかないでしょうね。 

宿題とその期限 
 授業でお話したように、宿題をe-Campus に掲示してあります。締切りは、10月29日（月）の21時です！ 
学園祭のために授業が無い日です。授業無いけど、本当に無いのかな？と思ってもらえたら、宿題提出を思
い出すかもしれないと思いました。 
 提出回数は3回に設定しています。後から修正したものを提出し直せる、ということです。不安な人は早
めに出しましょう。 


